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エチレン生成阻害蛋白のホルモン型除草剤

による水稲薬害の防止効果について

馬 場 赴*･酒 井 倶 吾 **

櫨近高波鹿の オーキシンによる柄物の生長jll刷 などの粧i'は, オーキシンにより誘導

されたエチレンの姓富であるとされ (BurgandBurg1966,1968.ChadwICkandBurg

1967),I.=Jh成オーキノ/系除草剤による生長的乱 分げっjll胤 上偏生長, 脱薬,釦 ヒな

どの牢(常 はこれら化学物質により誘薫きjLたエチレンによることか大きいと考えられるよ

うになった.

Sakalandlmaseki(1973a.b)は粥化ヤエナリの下肢軸から抽出した蛋白がオーキシ

ンで誘帝されろ-チレ'/の発生を阻',与することを発見 し,その軸比 精製に成功した.

このエチレン発生阻遥蛮白が合成ホルモ1/型除草剤によって誘耕される-チレソの発生

を阻r-おし,その薬害を軽減することが期待される.

従来,天候不良や独用法の誤りなどの槻係で水稲などのホルモンitl_!除草剤に上る薬rr与が

過 -'た場合,あるいは起るおそれのある場合の適yJな対策がなかった.またホルモ-/盟.除
草剤は薬害の光ノI.を懸念Lて水稲の生育が進んで燕薯がなくなってからljl)1ほ れている.

-テレ･/生成m害蛋白がこのような切而にJb.いて薬雷防止を軽減できるかどうかを明らか
にするため研究を行なった.

その結果の一部は時報 したが (馬場 ･酒井 1975),その後の研究も含めて報告する.

本研光に当り.け益なLl))占Ac_7,lfl;し､た名占hlI大,-1T'=今帆火雅階上.Jl敏を援助された中川某 二川冊二l･の
御好意に猟測するとともに,災駿に協ソJしたI刀辿鮭代子氏に感,AJする.

実 験 方 法

粟験は 1974-1975年に硝 f室内で行なった.水圧Lヒ嬢をつめた 5千分の 17-ルポッ

トに稲苗を移仙 し,3/本止として育てた.肥料は化成肥料 (15:15:15)を 1ポット当り

3gを)射 ､た.供試品種はヤマヒコ.使用LたホルJ:ソ型除草剤は,2-メチルー41クPP

フェノキシソ耐酸 アリルエステル (AM))｡･よび2,4-ンクロロフェノキシ1/酢健 ジメチ

ルアミソ(2,4-Dアミン)である.

ヤエナ1)雌 ･l勅 らゝとったエナレ,//1-i,L泌Su',卑iKllJは水溶液として共和に散布または塗布 し
た.

供試エチレン生成則雄i酎Ljは ヤエナ.)惟軸 か ら部分的に 柿製したもので (Sakaiand

lmaseki1973a,b),その水溶紋の汲度は 3.5-14unitsである. なお 1unitは戯化ヤ-
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ナ リ10切片が0.5mMオーキシ./処理こ よって6時間に生成するユチL,ソ並を50%岨

雷する品である.エチレンの発生晶の測定にはガスクロマ トグラフィーを用いた･

実 験 結 果

I.移植後の水稲におけるエチレン生成阻害蛋白のホルモン型除草剤 AMの薬害防止効

果 (1974)

本tfJ期の櫛についてェチレ./･JiLJ'Wu喜蛋白の除草剤AM にJ:る･#=･'73'防止の冥朕を,第

1表の試験区を設けて行なった. 1区2鉢.4月15日草丈約 15cmの了Xlを1ポ ットに3

本ずつ移植した. 草丈 20cmになった4月23日,AM 水和剤の水溶液を土面処理した.

5月14日,AM処別区の水稲にホルモン型陰部剤処‡削こ特有の筒状薬 (ロール斐)の発

生が初めて観察されたので,エチレン生成肌門JE山の水浴液 (7.Ounits)を3I聖の表裏両ItkT
にていねいに噴碍-rmh:で散布した.蛮白液無散布区には純水を散布した.

その結果,筒状葉の発生は,AM の処理櫨にかかわらず 蛋白液散布で減少した. なお

筒状薬は,蛋白液無散布区ではJ.j小分けつばか りでなく.主群や大きな分げっにも発生し

たが,蛋白液散布区ではおもに侶小分けつに発生した.

AMによる水稲弟t.I,{のLUJl止効児(実験Ⅰ)

5月21日 6月 4 日 17)12口
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また,第 1表のように革丈ほ各区の間で差が少なかったが,茎数は,iii白液散布でAM

少丑,AM多地区のいずれも相加した.7月2El,株を抜取って乾物重を測定した. 悼

物虫はいずれも蛋白液散布で増加したが,その増加は,手取除草<AM少丑<AM多iiの
順に大きかった.

2･移植苗に対するエチレン生成阻害蛋白液散布のホルモン型除草剤による薬害の防止
効果 (1975)

AM の場合 (実験 Ⅰ)

移柵削こ対する蛋∩液1'rh/I''の AM による噂書防止効果をみるために, 甥艶を 行なっ

た.5月29日,草丈約 15cm,第5典抽出始めのThJの典の滋Pii■佃iに強l'I液(7.Ounits)

をていねいに唄舗ri3-でJ.牧神し,これを1ホソト3本ずつ捌 止した./舐山液無IiMi区ではLIL
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yJr2長 路他IfhIに対するエチレン′山k帆怨3iiL廠他イFJの2.4-Dに
よる水研凝苫の防止効Iil

∫_.･(-I: l.
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(tL) 肥 n:化成 (15こ15:15)2g/1ポ ノ ト
C)l奴Ⅰ:7月4rl;.昭丑.
実験Ⅱ:7月22日;r･1･J並.

に純水を散布し移植した,1区 2割こ.

移植後r■t,]区の水稲の生育に題がなかったが.6月 20Ej頃から蛋白液無敵布区に 筒状粟

が現れ,7月4日の調杏では第2表の.とうに出自液散布によって草丈,茎柴か増加し,/ヒ

存英数もやや多くなった.

2,4-D7ミンの場合 (実験 ⅠⅠ)

2,4-Dアミンの水溶液のlJ)(足並を予め でソトの水面に 6月27[]処理し,4Fi後の7月

1日,草丈約 20cm.第 6度未展開の折の薬の蓑虫両面に弧キト液 (7.Ounils)倣布および

純水散布 (丑1']無散布)を行ない,これをボL/トに4本ずつ移幡した. 1I_7.2鉢.

7月 22日,Jt=_骨調上F.の結果は節 2表のように 2,4-DnLのいかんに かかわらず 進数は
)Ji白液散布で増加し,草丈も2,4-D多並区では戯Lj液故布でやや大 となった. 筒状葉の
発牛数も矧エコ液散布で減少した.

3.苗の種類および蛋白処理方法を異にする場合の蛋白の薬害防止効果 (1975)

水乱 畑苗の別および蛋白牧の葉蘭散布と斐画境布の別を設け, 蛋Jコの 2,4-Dア ミノ

の凍害防止効果を明らかにするための奨畝を行なった.

5月10日苗箱に畑状態で播和し,必成した畑苗 (草丈 20cm)および5月20Lj水仙代

第3表 苗代軌丈ふよひエチレン生成阻彰笹l'J処理方法を柑こするJ去治 におけ
ろ抄紙掛こ対する蛋白液地理の2,4-Dこよ/J水棚典雷のWJ止効黒

TT< 別
iL 丈 l茎 数 L槻

_ ∴ ･一一一二_ :=

2･4-D 8･2g/a J L15･6
〝 +主任白液lj､_繭撒布 496
〝 +筑山頂rP:面鏡布 494
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用の~rT潮 に播柚し,動 にした水晶 (草丈 18cm),:_'6月28日,1ポ ノト4本ずつ 移植し
た.

蛋向液無散れ 誤rLl綾葉面散布,蛮r-1液非面斡布の区別を設け,蛮自校無散布区では苗

に純水を散布,蛋白液射&-散布区では克LLI液 (7.Ounits)を噴霧'):斧で葉両に散布し,蛋臼

液凝血塗布区では7ifEllJ酸 (7.Ounits)に苗を浸lJとして蛮Hを柴に準布した,
2,4-D7ミソほ2,4-D,lJ助成分地で 8.2g/aを6月30r]全区の土面に施用 した.

7月19日,調正した拙 -uiは,第3表のように水苗桶,畑苗桶ともに缶El液処理で草丈,

茎数,根数が増加した.筒状英の発′とは/iEr二l液処雌で減少した.しかし水苗稲と畑苗柵と

の間および藍白液の斐面散布と柴血塗布のF''1-Jには 矧 jの生育に 及はす効果に 差がなかっ
た.

4.エチレン生成阻害蛋白の 2.41I)による水稲韮害の防止効果 (1975)

水耕培養した水稲について 蛮FLlの地上部二相よび地下部に対する2.4-Dによる尭′ll･の防

止効果をLbべるために突放を行なった.

3月3日,/ミ-ミキュライ トに播種し,)譜虎液を加えて育てた水桶農林8号の11']-に,5

月18日蛮白波 (7.Ounits)を/-汝布し,これを5)-i21E巨ポットに4本ずつ移帥_し,水神 .･i･

如4_JL(一秒仙術に対する-テレ/生成阻rJ三城亡噸1-ik布の2,4-nに
よる水稲塊書の防止劾梨 (ノ畑FLJ.la披)

t 6 )】 19 日

区 別

2.41DJ州用

〝 +袈rJ液敵ノlTT'

壬 .耳'_i_
布 津教

390 1 竺 ｣ 4r4J ユ57
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7月5 ｢ヨ

梶 物 屯 ( ど )

地 L二部 扱

丁 ㌃ 斤 27
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塵を行なった.水耕法は 既視 (馬機 ･酒井 1976)とJ'llじで,2,4-Dは 2,4-Dアミソで

4ppmになるように水〟l液に加えた.1区2鉢.

奨鮫の結果は第4表のように茸lLl酒の基而散布で草丈,主茎生存英数,根数,根良とも

に増加し,筒状典の発生も減少した.7月5日調査した乾物屯では地上部,根ともに/_TR白

液散布区が塀忍に多かった.

5.エチレン生成阻害蛋白の水稲葉からのエチレン発生の阻害効果

2,4-Dに｢亡り誘憧されたエナレソ U)発ノLか')i際'に エチレンノL成附ILr:i,鋸 lによっ 〔どの

払旦度rin黒さ′hるかをしらべるた桝 こ, 水fLIT'lUJlLf地に2,4-Dを施川した槻fTu)葉か'r)())･上

チL,～/発生の典面散布したエチレン15Jl嘗蛋白による阻擾'TL'lJfTを洲足 し.た.

供試材料は水耕培養および土塀戚培の水稲段林22号の成稲である,

水耕苅培の材料では,5千分の1-/-ルポットで題成した成稲について水uF掛 こ,2,4-D

の0,5×1014M濃度になるように,2,4-D-/ミソを加えるとともに所漣波控のェナレン生

成阻JlIJnift山を葉血散布した. 対照区は純水を葉Lfu'散布した,24時問後に 葉 1gを採取し

192 L'貨jr':研光



て200mtlの容器に入れ

密閉 して2適制で 20時

間｢恒こ発生した-ナL,ソ

滞･をしらべた.

土壌俄培の材料では,

緩8cm の ビニールポッ

トに洪水状態で育てた水

稲に対して,0.5×10~4M

の2,4-D液 30mEを土

lr7匿 施用,同時t,TJIT定離
度のエチレン唯成阻害召三

百液を薬面に散布 し,24

時間後,水神培養した水

稲の場合とlT;=ニ要1_好Iで,

第5蓑 2.4-Dにより誘申された-チL//の′ヒ収に

対するエチL,ソ生成閉演式日の阻晋効双
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(托) 1)矧11液はIでは 1Omc′′ポット,Ⅱでは 5rTllJ/1ポ,,卜
射ru一秋trT,対旧ではF7]TIL･の純/I(散布

20時間中 に 発生した エ

チレン鼓をIJlLIIjii7した.なおLl持てし た糞l▲[の潰促は3.5-14.Ounitsで ある.
実験G')結 肘 よ,第5表のよ{)に 水糾 す用 した附 ILトの場合も,土壌掛 浩の抑円の 場ETも,

エチレン生 成阻書蛋J=1_lによって薬 か r7のI--+レ'/発生丑が 20-25% 減少するこ とが認め
られた.な 卜窮rLlの潰厚の 3.5- 14unilsの問では-チレソ /tIj即日誓 効プ｣に 大 き な差がな
かった .

考 察

木研究からホルモン7iLJ.除草剤の薬指をうけた,あるいはうけるおそれのある水,師 ニュー1-

レ'/生成阻害'AiFl液を華南に 施用することに よって, ホルモン雅.J.除草剤による草丈,塞

数,租数,横長,斗石渡敬の減少,闘 犬葉の先生等のノE二育阻Il_1-,すなわち莱望-.'･が怖減され

ることが認められた.

また,ホルモン型除草剤を施した十鯛の場合に,-j'･め-チレソ生成町LrJ-JT蛮 i-11枚を葉面I'iJi

布または頻lbi塗布した苗を移植する傾斜こも.汁､ルモソ19.除草剤による準膏が相似され/)こ
とかわか った.

この場&,エチレン生成Im砦}EELlの用いかたとしては兼面散布と薬面塗布のF耶こ,また

水苗と畑苗の間に差がないことが認められた.

エチレン生成ISn聖韮J▲1Jjホルモン型除草剤による確苔防l上の効果が予想ほどは大きくな
かったが,環 r用土水桁液 としてIT]い薬への朱ILlの膳着がわるいこともその原関の一つ と考

えられる.

またオーキシン (IAA),ホルモンiFJ_除草剤の 高濃度の雪が 誘導された エチレンの苦の

ほかにオーキシン独F'fの'Lkも考えられる (Ables1973). それに対するこの三Elllの作用性

の盾鵬も考えなければならない.

また,Todakaetal.(1978)によると, エチレン生成阿哲韮山には ェチレン生成を阻

害する作用のほかに缶｢l合成,核慨 fTJ花. リン轍の吸収等ろ雄Il書する作用もあることが指
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摘されている.また,エチレン生成阻害正白の彫欝は作物の種鳳 器官,環境条件によっ

て黒ることが考えられる.

本英験は基礎的段階のものであり,本刑の尖川化のためには脱着剤のほか順域肘 f-Jの剤

の効力の持続性および安定性,剤形の間脳等多くの応用化および'jii用化の諸問題点を解決

することが必要である.

摘 要

エチレン生成阻害蛋rLlのホルモソ)19除草剤 (AM,2,4-D)による水稲の生育抑制等の薬

害の防止効果を明らかにするためポット実験を行なった.

I)土卿 こAM を施し,施用後 21EHこ燕害の徴候である筒状薬の発生が 認められたの

で.-チレソ生成阻無銭山水溶液 (浪度 3.5-14units)を壁面散布した結果, AM によ

る生育の抑制,閏状薬の発生が腔減された.
2)AM または 2,4-D を施用した土壌にエチレン生育Fr-1票菟Ill液を葬IEIi散布した 稲苗

を移臨した喝合,-チレ./生成阻害蛋白により水稲の生育抑制,筒状薬の発生が帰城され

た.

3)水抑封LEした水稲の場合,-;古に対するエチレン生成阻r.=Ft矧 Il液の塞LbiI一酬 iは 水川液

に加えた2,4-Dによる地上部および根の二ヒ育抑制を陛減した.

4)移的笛に対するエチレン丑.成r汁l雫蛋白の使用法としてほ箕面散布と兼面塗布の問に

差がなかった.また,苗として水苗と畑筒との問て蛋Ltlの効果に差がなかった.

5)水耕)-,5･iriまたは土壌快打での水稲について水耕液, または 七卿 こ施用した 2,4-Dに
より誘導された薬からat)エチレン発FHよ-チL,ソ′ヒ成仙!E与蛋Fト涯 の華南故/Fで 20-25%
減少した.
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純水瓜血 -Lチレソ牛成帆qq'･

散 布 流山来由散布

(紘) 水苗区2,4-D+.di他用
a'1II.4l水稲牌に対するlナレ./'1-_l脚R.'iJ矧 ｣液散410r)

2,4-1)卦#̀I;)JLL刈り上

純水IX一面 蛋E11液柴面
散 布 散布

(LF.) 水耕液中の2,L1-D7三./4pptl一
浪21常f 移植的lt二対す,i-テ レ./生成附●.1子蛋白液射fHFi!(布の

2,4-D糞71f沸止効 ■尖 (水仙試放)

196 i:'主や 研 究


